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ThreenovelNY-ESO-1epitopesboundtoDRBl*0803,
DQBl*0401andDRBl*0901recognizedbyCD4Tcells
fromCHfLNY-ESO一卜vaccinatedpatients
(DRBl*0803,DQBl*0401,DRBl*0901拘束性ⅣY-ESO-1
エピ トープはCHILNY-ESO-1ワクチン投与患者由来の
CD4-T細胞によって認識 され る)

論 文 審 査 委 員 教授 松川 昭博 教授 那須 保友 准教授 金虞 有彦

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

コレステロ-ル疎水化プルラン (CHP)とがん･精巣抗原NY-ESO-1全長タンパク複合体ワクチ

ンを用いた第 1相臨床試験を施行した｡食道癌 7例,前立腺癌 3例､悪性黒色腫 1例の全 日例に

ついて､ワクチン投与後の末梢T細胞のNY-Ego-1に対する免疫応答を解析した｡その結果､cD4,

cD8-T細胞ともにNY-ES0-173_114およびNY-ES0-1日5_-44の2領域をドミナントに認識することが

明らかとなった｡さらにCD4-T細胞の反応に注目し､これらの領域に含まれ､HLA-DRBl*0803,

DQBl*0401,DRBl*0901にそれぞれ提示されるエピトープペプチドを同定した｡同定したエビト

-プはいずれもNY-ESO-1タンパクがプロセッシングを受けて提示されるものであったO以上よ

り､CHP-NY-ESO-1ワクチンによってThl型の抗陸湯cD4-T細胞応答が誘導されることが明らか

となった｡

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

本研究は､コレステロール疎水プルラン (CHP)とがん ･精巣抗原 NY-ESO-1全長タンパク

複合体ワクチンを用いた第 1相臨床試験の結果を解析したものである｡食道癌 7例､前立腺

癌 3例､悪性黒色腫 1例の全 11例について抹消T細胞のNY-ESO-1に対する免疫応答を解析

した結果､CD4､CD8ともに NY-ESO-1(73-114)と(115-144)の2領域を主に認識する事を明ら

かにした｡また､CD4-T細胞の反応をしらべ､HLA-DRBl*0803,DQBl*0401,DRBl*0901にそれぞ

れ提示されるエピトープペプチ ドを同定し､いずれもNY-ESO-1淡白がプロセッシングを受け

て提示される事を兄いだした｡これらの結果は､がんワクチンに全長タンパクを使わなくと

も､同等の免疫賦活作用を得られる可能性を示すものであり､価値ある業績 と認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




